『まなざしカルテ』を振り返る
	　運動のオフィスアワーへの参加とご協力、ありがとうございました。
　さて今回は、お母さんたちと一緒に展開してきたオフィスアワーを振り返り、これまでのまなざしの変化を探ってもらいたいと思います。そしてこの振り返りをもとに、お母さんたちのまなざしがより子どもたちの運動への取り組みをやさしく支援するためのものとなるよう、私も一緒に考察し、さまざまな工夫を試みたいと考えています。
　見えていないと思っていたのに見えていたこと、見えていたと思ったのに見えていなかったこと、これまでの既成の運動の捉え方にとらわれたままだと見えなかったものが少しずつ見えてきたり、これまでの「まなざしカルテ」の記録を振り返ることで、きっと何かしらの発見や、今後への課題が見つかるはずです。



参考（あくまで）：
	振り返りの参考にする＜促発に必要な能力＞
1 観察能力
（1） テクスト発見能力
感覚的な意味ゲシュタルトを読み解く能力
情況的な意味ゲシュタルトを見分ける能力
　＋　・実践知に支えられて生化された運動感覚の知恵が不可欠
　　　・運動の＜何＞を見ようとするのか
　　　・どこから見ればよいのか、どの方向から見れば、運動の意味構造を見抜き、見分けること
ができるのか
（2） 対私的意味構造の観察能力
物理的スピードなど、外に現れた目立ったことに目を奪われるのではなく、どんな感じで動こうとしているのか、どのように運動感覚を図式化し、アナロゴンを統覚しつつあるのか、そのような対私的な感覚意味構造を読み解いていくこと
（3） 情況的意味構造の観察能力
情況的意味構造の能力発生を見分ける　
遠近の隔たりや気配などの「体感能力」

2 交信能力
（1） 共鳴能力
運動感覚能力を前提として、相互にチャンネルが生化される。
運動感覚による相互理解する能力
（2） 先行理解能力
学習者の運動感覚能力のプロフィールをとらえ、運動メロディーのあるべき目標像を志向分析する能力
（3） 借問能力
現前化されている運動感覚の能力を借問して、微妙な運動能力の地平構造まで聞きだす能力
3 代行能力
自らの運動感覚世界で、学習者の代わりに運動図式を構成化できる能力
（1） 住み込み能力
学習者が新たに図式化しつつある運動感覚世界に共生すること
（2） 代行達成能力
指導者の生身の「潜勢自己運動」、つまり、代行能力による学習者の目標値の達成

4 処方能力
（1） 道しるべ設定能力
運動感覚図式の移植手順を構築する能力
（2） 運動感覚提示能力
運動感覚図式を移植するとき、承り手の運動感覚身体に、＜拒絶反応＞が出ないような＜言葉かけ＞、ないし、動きの感じを分からせる＜手立て＞をもっていること
（3） 促発開始能力
「身体発生的視点」：運動感覚能力の発生様態をとらえつつ促発の時期を選ぶ
「図式発生的視点」：運動感覚図式発生に有効な時期を特定できる能力
























